
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

三木町家庭教育支援チーム 

 （呼称：NPO 法人 メタセコイヤの家） 

 URL：https://www.facebook.com/metasekoiya 

 

②活動拠点 NPO 法人 メタセコイヤの家  (香川県木田郡三木町鹿伏 132 番地) 

③活動範囲 三木町内全域・高松市や近隣の地域 

④組織体制 

 

   ８ 人 

臨床心理士・公認心理士 １人 

教員・元教員 ２人 

子育てサポーター ３人 他 

 

⑤活動開始年度 2020 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

メタセコイヤの家 

（TEL）090-4919-2190  （E-mail）metasekoiya.ie@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.facebook.com/metasekoiya


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

●子どもの遊び場と保護者の居場所 

月・木の月に 6 回 10：00～12：30   土に月に 1 回 10：00～15：00 

安心して外遊びができる場所があるので、自然の中で自由に遊んだ

り、友とやり取りする事を目的にしています。 

保護者は子どもと遊んだり、スタッフと子育ての話をします。 

●保護者の子育て講座（遊び・食事・排泄・歯磨き・しかり方等）/相談 

月に 2～3 回 講師を招いて講演します。子育ての悩みのヒントになれ

ばと保護者の希望を聞いて計画しています。 

●保護者のリラックスタイム（体操） 

月に１回 体操教室を実施 

子育てに疲れ気味のお母さんを対象にしています。 

●中学生の無料塾  毎月、１～４土曜日 13：00～15：00  

元教員が教科別に指導 

毎月 １～４水曜日とテスト前に自習室として開放  

水曜日は 16：00～18：00  土曜・日曜・祝日  10：00～15：00 

貧困対策と考え、中学生を対象に無料塾を計画しました。実際は貧困

対策を前面に出さないで、実施しています。 

●中学校の適応指導教室にボランティア 

月に３回 9：30～12：00 

●地域の大人の体操教室 

月に 1 回 10：30～11：30  健康管理士・カイロプラクターの指導 

地域の人の居場所にしたいと思い体操教室を実施しています。 

●子ども服・おもちゃ、婦人服、日用品のリユース 

●小・中学生の制服／体操服のリユース 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

●子どもの遊び場と保護者の居場所 

公園で安心して遊べる砂場がなかったり、プール遊びはできないので、

砂遊びや水遊び、プール遊びができました。泥んこのわが子を見て、驚い

ていましたが、子どもの満面の笑顔を見て、笑顔になっていました。核家

族で昼間は一人なので、お母さんにとっても、楽しい場所になっています。 

●保護者の子育て講座 ・保護者のリラックスタイム 

保護者が安心して、子育てができる事が重要と考えています。困ってい

る事の話を聞いたり、他のお母さんの話を聞いて安心していました。また、

楽しい自分の時間を持つことが、頑張るエネルギーになっています。 

●中学生の無料塾・テスト前に自習室として開放 

環境を整え、学習の気持ちを高め、専門の先生に指導してもらうこと

で、学習の意欲が持てるようです。塾にいけない子どもの支援になればと

考えています。 

●中学校の適応指導教室にボランティア  月に 3 回 9：30～12：00 

学習だけでなく、ボードゲームをしたり、卓球したりしてかかわっていま



す。学校の先生以外の大人が関わる事が、新鮮な感じがあるようです。 

●地域の大人の体操教室 

地域のつながりが薄くなる中で、顔見知りになるきっかけになっていま

す。活動の幅を広げ、たくさんの人が集える場所になる事を目的にしま

す。 

●小・中学生の制服・体操服のリユース   

使わなくなった制服・体操服はもらう人はもちろん、譲る人にも喜ばれま

した。コロナで学校のバザーが無くなったので、とても感謝されました。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （2021 年度はキリン財団助成金で活動） 

 


